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1．序論 

 エチオピア最大の湖・タナ湖では,浮遊性水草ホテイア

オイが過剰繁茂して湖面を覆い,漁獲量減少等の悪影

響を引き起こしている.また,エチオピアでは多くの農家が

小規模農家のため,肥料を十分に購入することができず,

土壌劣化が深刻化している[1].このような問題を解決する

ための方法として,過剰繁茂しているホテイアオイを炭化

してバイオ炭とし,土壌改良材として有効活用する方法が

注目されている. 

 本研究では,エチオピア土壌におけるホテイアオイ由来

バイオ炭の土壌改良剤としての効果を検証するため,異

なる植生および炭化温度における植物への影響調査を

行った. 

 

2．材料と方法 

 土壌はエチオピアのジンマの土壌と創価大学近郊の

黒ボク土の 2種類を使用し,風乾後に粒径が 2㎜以下に

なるように揃えた.本実験では,陸棲と水棲のホテイアオイ

2 種類を使用し,それぞれを炭化温度 400℃,800℃の 2

つの条件で作った計 4 つの試験区（それぞれ陸棲 400,

水棲 400,陸棲 800,水棲 800）と化成肥料区（化肥区）と

肥料なしの区（無肥区）の合計 6試験区で小松菜の栽培

を行った.栽培期間は 6週間とし,週 3回の水やりで含水

率 40％を維持するように栽培を行った.栽培後の小松菜

は湿潤重量と乾燥重量を測定し,全自動分析装置を用

い,地上部の全窒素の割合を測定した.また,栽培後の土

壌は pHと EC,無機態窒素と可給態リン酸と可給態カリウ

ムの測定を行った. 

 

3．結果と考察 

 2種類の土壌を用いて栽培した小松菜の湿潤重量に

ついて,エチオピア土壌では,水棲 400と陸棲 800の試

験区では,無肥区と比較して小松菜の湿潤重量が有意

に増加することが明らかとなった（図 1）.一方,黒ボク土で

は,小松菜の湿潤重量は,無肥区と比較して全ての試験

区で有意差は見られなかった（図 1）.また,エチオピア土

壌と黒ボク土において湿潤重量を比較すると,2つの土

壌間で有意差が見られ,エチオピア土壌のほうが小松菜

の成長を促す事が可能であると分かった（図 1）.エチオ

ピア土壌にホテイアオイバイオ炭を加えた試験区におい

て小松菜の収量が増加する理由として,炭の pHと小松

菜の至適 pHが関与すると考えられる.本実験で用いた,

エチオピア土壌と黒ボク土の平均 pHは,それぞれ 5.77

と 7.07であり,小松菜の至適 pHは 5.9-6.6である[2].ホテ

イアオイバイオ炭の添加により,エチオピア土壌では pH

が上昇し,小松菜の至適 pHになり,小松菜の成長が促進

されたと考えられる（図 2）.しかし,黒ボク土では,ホテイア

オイバイオ炭を添加することで,小松菜の至適 pHを超え

るため,エチオピア土壌よりも小松菜の成長が抑制された

と推測される. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. エチオピア土壌と黒ボク土における地上部の 

植物体湿潤重量  

図 2. 栽培後のエチオピア土壌の pHと至適 pH範囲 

 

4．結論 

 本研究では,バイオ炭を施用した 2種類の土壌の違い

による植物体湿潤重量への影響が見られた.小松菜の

至適 pH以下の pHであるエチオピア土壌においてバイ

オ炭添加により至適 pHに近づいたことで重量が増加し

たことが考えられる. 
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